
　　『さやま民話風土記』シリーズ連載！

　第10回「狭山市民芸術祭」企画公演の上演台本『さやま民話風土記』の内容の

　一部を、作者さねとうあきら氏の許可を得て、7月号より会報上で紹介しています。

　池原昭治さんの挿絵とともに、懐かしい「狭山の小宇宙」に触れてみましょう！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集：広報委員会）

　きもの文化普及活動にたずさわり、今年30周年の節目を迎え、6月28日に市民会館大ホールに

おいて、「きものの心・装いの祭典」”限りなき未来に向かって”の演題のもと、記念公演を開催

いたしました。

　「うるおいきもの文化普及会」の皆さん方と共に、「伝統文化こども教室」の着装と礼法の実演

に加え、一人で装うきものコンチェルト、四季の花、花結びファンタジー、振袖の装いと20人の

帯結びの舞、嫁ぐ日の花嫁姿など、日本のきもの文化普及の

祭典が、秋草学園高等学校の生徒さんの協力で無事に開催で

きましたことを嬉しく思います。

　尚、狭山市・狭山市教育委員会のご協力を賜り、感謝申し

上げますと共に、これからもきものの文化普及活動に力を注

いでいきたいと思っております

　　　うるおいきもの文化普及会　　代表　川口　芳子

狭山市民謡協会　第30回記念大会

　10周年記念誌の発行にむけて
　平成11 年 9 月に発足した狭山市文化団体連合会は、本年、設立10 周年の節目を迎えます。文

団連10 周年記念事業の一つとして「10 周年記念誌」の編集が広沢実行委員長のもとで進められ、

本年12 月に発行の予定となりました。

　10 年間の歩みを記録としてとどめ、これからの新たな飛躍の一歩とするため、現在編集作業が

行われています。概要は次のとおりです。

（10周年記念誌）

　・発行：平成21 年 12 月（配布は22 年 1 月より）

　・体裁：A4 版　24 ページ（表紙カラー、本文20 ページ）

　・内容：特集（10 年のあしあと、明日への提言）、随想（あの日あの時、思い出の人々）

　　　　　名簿（加盟団体、賛助会員）、写真（4 大イベント、文団連マーク）他

　・編集：狭山市文化団体連合会・10 周年記念誌編集委員会

　10 周年を迎える文団連の活動に、より一層のご理解とご支援をお願いします。

「きものの心・装いの祭典」30 周年記念公演

　8月30日(日)、狭山市市民会館にて式典と共に、第1回となる「狭山茶作り唄コンクール」

を行い、各地から33名が自慢の喉を競いました。

　（各部の入賞者）

○狭山茶作り唄の部　　　　優勝　関塚　真由美　　準優勝　三浦　瑞樹　3 位　小谷野　和男

○寿年（75 歳以上）の部　  優勝　荻村　正枝　　　準優勝　島崎　友子　3 位　久保田美代子

○熟年の部　　　　　　　　優勝　山田　陽子　　　準優勝　大谷　正　  3 位　塚本　博美

○成年の部　　　　　　　　優勝　鈴木　善平      準優勝　栗原　健治　3 位　小谷野　和男

○優勝者（3年間）の部　  優勝　田中　正敏　    準優勝　斉藤　修　  3 位　三山　晃幸


